
 

 

 

 

 

 

 

◆３年生を送る会◆              校長 北島 啓行 

 ３月１日（金）に３年生を送る会を実施しました。今年は５年ぶりに全校生徒が一堂に

会し、体育館で実施することができました。１，２年生が卒業する３年生に喜んでもらお

うと、工夫を凝らした発表を行いました。３年生のこれまでの思い出のシーンを寸劇や事

前にビデオ撮影し、披露しました。各学年とも気持ちのこもった発表で、特に学年全体合

唱は圧巻でした。 

    
【生徒会ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ】   【１年生の発表】     【２年生の発表】  【３年生お礼の合唱】 
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 ３年生を送る会を終えて、私は自分自身がとても成長したと思います。今回実行委員を務

めていく中で、準備などの運営でみんなをまとめながら、自分のこともしなければならない

のはとても大変でした。しかし、３年生の先輩方に喜んでもらいたい気持ちが大きかったた

め乗り切ることができ、最後までやり切り、成長を感じることができました。また、お世話

になった先輩方の笑っている姿や感動してくれている様子を見て、やってよかったと改めて

実感しました。最後に、３年生の皆さんが卒業してしまうのはとても寂しいですが、一人一

人の進学先で、楽しく、元気に過ごしてください。私たちは、３年生のように尊敬してもら

えるような先輩になれるよう頑張りますので、是非、期待していてください。 

                          ＜１年生代表生徒＞ 

 限られた練習時間でしたが、どの発表も笑いあり、涙ありで、とても素晴らしい会になっ

たと思います。私は実行委員として学年全体をまとめ、担当の係を動かす役をしました。２

学年では始めのうち、動きがだらけたり、ザワザワしたりする雰囲気が多く見られました。

しかし、本番が近づくにつれ、練習に対する態度がとてもよくなりました。誰か一人が頑張

るだけでは成功できなかったと思います。学年の皆が一致団結してこそ、相手に思いは伝わ

ります。全校生徒が見ている状態だったので、緊張してしまい、練習通りにできなくて悔し

い思いをした人はきっといると思いますが、それでも３年生には私たち一人一人の心は届い

ています。２年生は次、送られる側になりますが、１年生はもう一度ありますね。なぜ３送

会が行われるのか、それには理由があると思います。その意味をしっかりと認識して、次に

いかしてほしいです。                    ＜２年生代表生徒＞ 

 

 



◆全国いじめ子どもサミットに参加報告◆ 

 １月２７日（土）に、霞が関の文部科学省にて「全国いじめ問題子ども

サミット」が開催され、本校からは生徒会本部役員の２人が参加しまし

た。２人は参加校のいじめ防止運動についてのポスターセッションとグ

ループ討議を通して、全国から集まった代表生徒と交流をしてきました。

その報告を、２月２８日（水）の朝、全校生徒に向けて参加報告を行いま

した。 ＜下記はその報告内容です＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

日 曜日 行事・予定 日 曜日 行事・予定 

４ 月 期末短縮⑤⑥カット １５ 金 
学力状況調査２年、修学旅行

保護者説明会 

５ 火 卒業式予行、専門委員会 ２１ 木 大掃除 

７ 木 卒業式前日準備 ２２ 金 給食最終日 

８ 金 第７７回卒業証書授与式 ２５ 月 修了式、表彰 

１４ 木 
学力状況調査２年、職員会議 

百人一首大会１年 
２８ 木 離任式 

 

３月の主な予定 

 当日のポスターセッションでは、自分の学校のいじめに対する取組を発表しました。突然で

すが、皆さん「ホンダリボン」を覚えていますか。ホンダリボンとは、ピンクシャツデーとい

う外国で行われているいじめ対策を、生徒会がより簡単に、意識しやすく工夫して行った誉田

中独自の取組です。誉田中学校では、いじめ防止に対する新たな取組を今後も行っていく予定

です。 

 また、グループ討議では、【「いじめはしない」という感覚を身に付ける】をテーマに話し合

いを行いました。皆さんは、いじめを見る、もしくはいじめを受けていたらどうしますか。私

の参加したグループでは、直接伝えなくても生活記録ノートで先生に伝えたり、嫌われるのも

勇気、悪いことははっきりと言うなどの様々な意見が出ていました。もちろん、声掛けなど、

言い方に気を付けないと、自分がいじめをする加害者側になってしまいます。しかし、いじめ

だけでなく、先生に怒られるようなことを友達がしていたら、一緒になって隠そうとするので

はなく、「きちんと先生に言う」などの声掛けをしてあげてください。それで関係が悪くなるの

は友達ではありません。友達なら正しい方向へ一緒に歩んであげてください。 

 それでは最後に皆さんにメッセージがあります。傍観者に向けた日頃から大切にしてほしい

３つの合言葉。 

  １ 変われではなく変える 

  ２ 違いを個性として理解 

  ３ いじりをいじめに繋げない 

 自分から行動して、少しでも悪い環境を変え、仲間を尊重しあえる関係づくりを一人一人が

意識していきましょう。 


